
  

◆まちづくり会議の概要 

 10月16日、稲梓基幹集落センターにて、「第

１回稲梓地域まちづくり会議」を開催しました。

 稲梓地域で活動や居住されている２０名のま

ちづくり会議委員によって、素案をもとに、稲

梓地域が将来も持続するために必要な３つの取

組が決められました。 

◆グループごとの成果（Ａグループ）

稲梓地域まちづくり
「伊豆縦貫自動車道を起爆剤とした、将来も持続可能な稲梓地域のまちづくりを考えよう」

～まちづくりの３つの取組を選出しよう～

実施日：平成２６年１０月１６日（木）
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行わなければならないことが多くある中、この ３つ が特に重要であると考えました！！
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行わなければならないことが多く

 今後の稲梓地域まちづくり会議の予定

◆第２回 平成２６年１１月２０日（木

「伊豆縦貫自動車道を起爆剤とした、

将来も持続可能な稲梓地域のまちづくりを考えよう」

～実践活動へ向けての取組～
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「伊豆縦貫自動車道を地域の活性化に活用

できそうな土地を探そう

●会場：稲梓基幹集落センター

●時間：１９：００～２１：００

見学が可能です。当日直接会場へお越しください。

第２回は、この３つの取組における具体策を検討します。
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